
自宅の損傷が軽微な場
合は、地域のライフライ
ンの復旧後、帰宅

Ⅰ．避難所の確保

○一次避難所
・ 学校、公民館など
の公的施設

○二次避難所
・ 宿泊施設

被災者に対する避難所・住まい提供の流れ

Ⅱ．応急的な住まいの確保
Ⅲ．恒久的な
住まいの確保

○被災者生活再建
支援金制度

○住宅金融支援機
構の災害復興住
宅融資制度

○再建・補修等の
相談体制の整備

・電話相談（4/15～）

•自力での再建・
補修等を支援

○民間賃貸住宅の空室提供※

・電話相談（4/26～）
・専門家の派遣（4/29～）
・分譲マンション向け専門家
相談（6/9～）

自力での再建等が
困難な被災者への
公営住宅の整備

平成２８年７月２９日

・被災者の申込みを受け順次空室を提供 ： 5,413戸(7/27集計分)
※応急仮設住宅の要件に該当する者については、借上げ型仮設
住宅（いわゆる、みなし仮設）として提供される

○公営住宅等の空室提供
熊本県内計 ： 1,554戸 （うち入居決定 1,045戸）

・熊本県 ： 191戸 （うち入居決定 67戸）
・熊本市 ： 481戸 （うち入居決定 481戸）
・その他市町村 ： 222戸 （うち入居決定 78戸）
・国家公務員宿舎等 ： 266戸 （うち入居決定 167戸）
・雇用促進住宅 ： 394戸 （うち入居決定 252戸）

全 国 計 ： 11,868戸 (うち入居決定 1,764戸）

九州全体計 ： 5,663戸 （うち入居決定 1,610戸）

被災建築物
応急危険度判定

の実施
（4/15～6/4）

【68ヶ所 3,570人】

※このほか益城町において
トレーラーハウスを福祉避難所
として利用

2,319名受入決定済
（ 7/14現在）

○応急仮設住宅の建設

18市町村、57,570件
（すべての判定を完了）

（7/28 13:30時点）

・ 16市町村で3,813戸の建設に着手（うち2,263戸完成）

・ＵＲ、地方公共団体職員による建設業務支援（13名体制 7/29現在）

市町村名 着手戸数 完成戸数

山都町 6戸 6戸

大津町 74戸 33戸

菊陽町 20戸 20戸

阿蘇市 101戸 45戸

産山村 9戸 -

南阿蘇村 401戸 106戸

西原村 302戸 302戸

氷川町 39戸 28戸

合計 3,813戸 2,263戸

市町村名 着手戸数 完成戸数

熊本市 496戸 193戸

宇土市 84戸 66戸

宇城市 143戸 70戸

美里町 32戸 11戸

御船町 340戸 133戸

嘉島町 204戸 192戸

益城町 1,339戸 920戸

甲佐町 223戸 138戸

co276450
長方形

co276450
タイプライターテキスト
参考資料４



罹災証明書
市町村長は、当該市町村の地域に係る災害が発生した場合において、当該災害の被災

者から申請があつたときは、遅滞なく、住家の被害その他当該市町村長が定める種類の被
害の状況を調査し、罹災証明書（災害による被害の程度を証明する書面）を交付しなけれ
ばならない。（災害対策基本法第90条の2）
罹災証明書は、各種被災者支援策※の適用の判断材料として幅広く活用されている。

※各種被災者支援策 給 付 ：被災者生活再建支援金、義援金 等
融 資 ：(独)住宅金融支援機構融資、災害援護資金 等
減免・猶予 ：税、保険料、公共料金等
現物給付 ：災害救助法に基づく応急仮設住宅、住宅の応急修理 等

被害の

程度
全壊

大規模

半壊
半壊

損害

割合
50%以上

40%以上

50%未満

20%以上

40%未満

罹
災
証
明
書
の
交
付
（市
町
村
）

各
種
被
災
者
支
援
措
置
の
活
用

被
害
状
況
の
調
査
（市
町
村
）

＜被災から支援措置の活用までの流れ＞

被
災
者
か
ら
市
町
村
へ
申
請



（
１
）
外

観
に
よ
る
判

定

（
２
）
傾

斜
に
よ
る
判

定

（
３
）
部

位
※
に
よ
る
判
定

①
一
見
し
て
住
家
全
部
が
倒
壊

②
一
見
し
て
住
家
の
一
部
の
階
が
全
部
倒
壊

③
地
盤
の
液
状
化
等
に
よ
り
基
礎
の
い
ず
れ
か
の
辺
が
全
部
破
壊

外
壁
又
は
柱
の
傾
斜
が

1/
20

以
上

基
礎
の
損
傷
率
が

75
%
以
上

50
%
以
上

20
%
以
上

40
%
未
満

20
%
未
満

40
%
以
上

50
%
未
満

全
壊

大
規

模
半
壊

半
壊

半
壊

に
至

ら
な
い

全
壊

（
損

害
割

合
50

%
以

上
）

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

該
当

し
な
い

住
家
の
損
害
割
合

い
ず
れ
か
に
該
当

該
当

該
当

該
当

し
な
い

各
部

位
の

損
傷

程
度

等
（
及

び
傾

斜
）

か
ら
住

家
の

損
害

割
合

を
算

定
す
る
。

【
第

１
次

調
査

】
＜
外
観
目
視
調
査
＞

（
１
）
外

観
に
よ
る
判

定

（
２
）
傾

斜
に
よ
る
判

定

（
３
）
部

位
に
よ
る
判

定

①
一
見
し
て
住
家
全
部
が
倒
壊

②
一
見
し
て
住
家
の
一
部
の
階
が
全
部
倒
壊

③
地
盤
の
液
状
化
等
に
よ
り
基
礎
の
い
ず
れ
か
の
辺
が
全
部
破
壊

外
壁
又
は
柱
の
傾
斜
が

1/
20

以
上

基
礎
又
は
柱
（
又
は
耐
力
壁
）
の
損
傷
率
が

75
%
以
上 50

%
以
上

20
%
以
上

40
%
未
満

20
%
未
満

40
%
以
上

50
%
未
満

全
壊

大
規

模
半

壊

半
壊

半
壊

に
至

ら
な
い

全
壊

（
損

害
割

合
50

%
以

上
）

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

該
当

し
な
い

住
家
の
損
害
割
合

い
ず
れ
か
に
該
当

該
当

該
当

該
当

し
な
い

各
部

位
の

損
傷

程
度

等
（
及

び
傾

斜
）

か
ら
住

家
の

損
害

割
合

を
算

定
す
る
。

【
第

２
次

調
査

】
＜
外
観
目
視
調
査
＋
内

部
立
入
調
査
＞

【
被

災
者

か
ら
再

調
査

の
依

頼
が

あ
っ
た
場

合
の

対
応

】

被
災
者
の
依
頼
の
内
容
を
精
査
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
て
再
調
査
を
実
施

被
災

者
か

ら
申

請
が

あ
っ
た
場

合

※
第

１
次

調
査

に
お
け
る
判

定
の

対
象

と
な
る

部
位

は
、
屋

根
、
壁

（
外

壁
）
及

び
基

礎

被
災

者
か

ら
再

調
査

の
依

頼
が

あ
っ
た
場

合

被
害

認
定

調
査

の
流

れ
（
地

震
に
よ
る
被

害
木

造
・
プ
レ
ハ

ブ
）



住
家

被
害

に
伴

う
罹

災
証

明
書

の
交

付
申

請
受

付
件

数
等

の
状

況
【

 
市

町
村

報
告

の
取

り
ま

と
め

 
／

 
平

成
２

８
年

７
月

２
４

日
ま

で
の

累
計

処
理

件
数

 
】

（
単

位
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件
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損
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Ａ
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④
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熊
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0
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8
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0
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各

件
数

は
、

現
段

階
で

の
取

り
ま

と
め

の
数

値
で

あ
っ

て
、

確
定

値
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。

　
　

※
　

現
時

点
で

は
、

一
部

に
非

住
家

の
件

数
を

含
む

も
の

や
、

交
付

件
数

に
二

次
調

査
の

依
頼

件
数

を
含

む
も

の
な

ど
も

あ
り

ま
す

。
　

　
※

　
「

罹
災

証
明

書
交

付
件

数
」

「
無

被
害

の
件

数
」

は
、

二
次

調
査

後
に

罹
災

証
明

書
を

交
付

し
た

件
数

も
含

み
ま

す
。

（
一

次
・

二
次

の
重

複
な

し
）
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）

　
備

考
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「

★
」
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市

町
村
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い
て

は
、

７
月

２
２

日
（

金
）

以
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の
処

理
件

数
が

反
映

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
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付
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■平成２６年度 ２９都府県（62％）で開催

岩手県 福島県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都

新潟県 岐阜県 静岡県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府

兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 島根県 山口県 徳島県

高知県 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県

鹿児島県 沖縄県

都道府県における住家被害調査に関する研修

（注１）他県と合同で開催したものを含む

内閣府が作成した各種資料等を活用して研修会を実施。都道府県の依頼に応じて内閣府
の担当職員を講師として派遣。

被害認定基準運用指針 参考資料■平成２７年度 ３０都府県（64％）で開催

岩手県 茨城県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 新潟県

富山県 長野県 静岡県 愛知県 三重県 滋賀県 京都府

大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 島根県 山口県

徳島県 香川県 愛媛県 高知県 福岡県 長崎県 熊本県

大分県 沖縄県

研修の様子
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◆ 過去の災害における応急建設住宅の発注仕様（（一社）プレハブ建築協会 規格建築部会） ◆ 

【参考 Ｐ.20：（一社）プレハブ建築協会・（一社）全国木造建設事業協会の標準仕様、Ｐ.22：独自仕様を定めている県の応急建設住宅の発注仕様・戸当たり単価の例】 

  雲仙普賢岳噴火 
(H3) 

北海道南西沖地震 
(H5) 

阪神・淡路大震災 
(H7) 

有珠山噴火 
(H12) 

新潟県中越地震 
(H16) 

新潟県中越沖地震 
能登半島地震 

(H19) 

岩手・宮城内陸地震
(H20) 

東日本大震災(H23)  
(当初仕様(岩手は当初に予定した追加工事を含む。)) 

平成 23 年台風 12
号災害(H23) 

岩手県 宮城県 福島県 和歌山県 

地
域
特
性 

地域区分 ７ ２ ５、６ ２ ３、４、５ ４、５ ３、４ ２、３、４ ４ ３、４、５ ５、６、７ 

豪雪地帯 － 豪雪地帯 － 特別豪雪地帯 
豪雪地帯 

特別豪雪地帯 
豪雪地帯 

特別豪雪地帯 
豪雪地帯 豪雪地帯 豪雪地帯 豪雪地帯 

（一部地域） － － 

概
要 

全壊棟数 688※1 577※2 104,906 119 3,175 1,331 30 21,651 82,906 21,175 240 
半壊棟数 107※1 213※2 144,274 335 13,810 5,710 145 7,683 155,085 72,981 1,753 
供給戸数 1,277 408 33,906 734 3,460 1,222 71 7,702 14,364 6,343 44 

応
急
建
設
住
宅
の
発
注
仕
様 

間取り 
・面積 

1K( － ) 
2K( － ) 
3K( － ) 

1K(19.8 ㎡) 
2K(29.7 ㎡) 
3K(39.6 ㎡) 

1K(19.8 ㎡) 
2K(26.4 ㎡・29.7 ㎡) 

1DK(19.8 ㎡) 
2DK(29.7 ㎡) 
3K(39.6 ㎡) 

1DK(19.8 ㎡) 
2DK(29.7 ㎡) 
3K(39.6 ㎡) 

1DK(19.8 ㎡) 
2DK(29.7 ㎡) 
3K(39.6 ㎡) 

1K(19.8 ㎡) 
2K(26.4 ㎡・29.7 ㎡)  

1DK(19.8 ㎡) 
2DK(29.7 ㎡) 
3K(39.6 ㎡) 

 2DK(29.7 ㎡) 
3K(39.6 ㎡) 

耐積雪 
補強 

あり 
(短期積雪 0.3ｍ) 

あり 
（長期積雪１ｍ） なし あり 

(積雪 0.5～1.3m) あり(積雪 2m) 中越沖：あり(積雪 1m)
能登：あり(積雪 1.5m) なし なし なし 地域によりあり

(積雪 1m) なし 

世帯間 
仕切り － PB 厚さ 12mm PB 厚さ 9.5mm 

化粧 PB 厚さ 9.5mm 
グラスウール厚さ

50mm 

化粧 PB 厚さ 9.5mm
グラスウール厚さ

50mm 

化粧 PB 厚さ 9.5mm
グラスウール厚さ

50mm 

化粧 PB 厚さ 9.5mm
グラスウール厚さ

50mm 

化粧 PB 厚さ
9.5mm 

PB 厚さ 12.5mm 
グラスウール厚さ

50mm 

化粧 PB 厚さ
9.5mm 

グラスウール厚さ
50mm 

化粧 PB 厚さ
9.5mm 

グラスウール厚さ
50mm 

化粧 PB 厚さ
9.5mm 

グラスウール厚さ
50mm 

手摺(玄関) － － なし あり(内外) あり(内外) あり(内外) あり(内外) あり(内外) あり(内外) あり(内のみ) あり 
(便所) － － あり あり あり あり あり  あり  あり 
(浴室) － － あり あり(内外) あり(内外) あり(内外) あり(内外)  あり  あり 

上水道凍結
防止 なし あり なし あり あり あり あり あり あり 

あり(水道局によ
り不要の場合あ

り) 
なし 

玄関袖 
壁等 なし なし なし 風除室併用玄関 玄関袖壁 玄関袖壁 玄関袖壁 

(一部風除室) 玄関袖壁 玄関袖壁 玄関袖壁 or風除室
(後施工の予定) 玄関袖壁 

断熱材 
(天井) 100mm 100mm 50mm 100mm 同等品 100mm 同等品 100mm 同等品 100mm 同等品  100mm  100mm 

(壁) － 二重壁 50ｍｍ
+50mm 20～30mm 50mm 同等品 50mm 同等品 50mm 同等品 50mm 同等品 50mm(+50mm 後

施工予定) 50mm 50mm 50mm 

(床) なし 100mm なし 100mm 100mm 100mm 50mm  50mm  100mm 

二重サッシ なし あり なし あり なし なし あり 
(後施工) 

あり 
(後施工の予定) 

あり 
(後施工の予定) 

あり 
(後施工の予定) なし 

エアコン ｸｰﾗｰ：長崎県より なし あり(後施工) FF 式石油暖房機器 あり あり あり  あり  あり 

防湿措置 － － なし あり あり あり あり 床ポリエチレンシート あり 

たたみ あり あり あり あり あり あり あり 希望入居者へ後施工で対応(宮城県は市町村対応) なし 

シックハウ
ス対策 なし なし なし なし F★★★★等級の建

築材料を使用 
F★★★★等級の建築

材料を使用 
F★★★★等級の建

築材料を使用 F★★★★等級の建築材料を使用 F★★★★等級の
建築材料を使用 

共用施設 
福祉施設 

集会所 
(空室を改造) － 高齢者・障害者施設、

集会所を設置 

寄宿舎タイプ・高齢
者用仮設住宅・グル
ープホーム等高齢者
対応集会所を設置 

高齢者・障害者対応
の談話室、集会所を

設置 
談話室、集会所を設置

談話室を設置（宮城
県） 

グループホーム、サポートセ
ンター、 

サポート機能付き集会所の
設置 

(公募にて設置) なし 

汚水処理 便槽(300ℓ) 便槽(1,100ℓ) 
原則下水道接続 

(浄化槽設置率は不
明) 

下水接続 or 浄化槽 下水接続 or 浄化槽
(浄化槽設置率不明)

下水接続 or 浄化槽 
(浄化槽設置率不明) 

下水接続(一部簡易
水洗) 

浄化槽設置率
71.7％ 

団地数 138 団地
/99 か所 

浄化槽設置率
54.7％ 

団地数 323 団地
/177 か所 

浄化槽設置率
49.3％ 

団地数 77 団地 
/38 か所 

浄化槽 

コ
ス
ト 

平均単価 
（特別基準） － 327.7 万円※2 286.7 万円※3 － 472.6 万円※4 中越沖：497.8 万円※4

能登：502.8 万円※4 
岩手：541.9 万円※4

宮城：451 万円※4 約 617 万円※5 約 730 万円※5 約 689 万円※5 552.6 万円 

災害救助法
に基づく 
一般基準 

120.9 万円 127.5 万円 139 万円 236.6 万円 243.3 万円※4 中越沖：232.6 万円※4

能登：234.2 万円※4 236.6 万円※4 238.7 万円※4 238.7 万円 

 （一社）プレハブ建築協会提供資料より作成 
※1：内閣府 防災情報のページ「災害教訓の継承に関する専門調査会報告書平成 19 年 3 月 1990－1995 雲仙普賢岳噴火」 
※2：北海道企画振興部南西沖地震災害復興対策室「北海道南西沖地震災害復興対策の概要」平成 7 年 5 月 
※3：兵庫県県土整備部「阪神・淡路大震災に係る応急仮設住宅の記録」平成 12 年３月 
※4：国土交通省住宅局住宅生産課「応急仮設住宅建設必携中間とりまとめ」平成 24 年 5 月 
※5：談話室・集会所の建設費、造成費、追加工事費を含む建設コストの戸当たりの平均コスト （平成 25 年 1 月時点 厚生労働省調べ） 
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◆ 過去の災害における応急建設住宅の発注仕様・戸当たり単価の一覧表（（一社）プレハブ建築協会以外） ◆ 

 
東日本大震災(H23) ※2 九州北部豪雨(H24) 

岩手県 宮城県 福島県 福岡県 熊本県 

地

域

特

性 

地域区分 ４ ４ ５ ６ ５ 

豪雪地帯 豪雪地帯 豪雪地帯（一部地域） － － － 

概

要 
※1 

全壊棟数 21,651 82,993 21,175 70 169 

半壊棟数 7,683 155,126 72,981 431 1,293 
供給戸数 2,485 戸 523 戸 6,819 戸 － － 

応

急

建

設

住

宅

の

発

注

仕

様 
 

間取り 
・面積 

1DK(20 ㎡) 
2DK(30 ㎡) 
3K(40 ㎡) 

1DK(6 坪) 
2DK(9 坪) 

3DK(12 坪) 

1DK(19.87 ㎡) 
2DK(29.81 ㎡) 
3K(39.74㎡) 

1DK(19.8 ㎡) 
2DK(29.7 ㎡) 

3K（2LDK）(39.6 ㎡) 

1DK(19.87 ㎡) 
2DK(29.81 ㎡) 
3K(39.75 ㎡) 

構造 在来軸組工法 在来軸組工法 在来軸組工法 軽量型鋼ブレース構造 
（プレハブ） 

木造軸組工法 
（県産材を使用） 

耐積雪 
補強 

積雪深 1m に耐える構造 積雪深 1m に耐える構造 積雪深 0.3m に耐える構造 なし なし 

世帯間 
仕切り 

化粧 PB t=12.5mm 
化粧 PB t=9.5mm 

遮音シート 
グラスウール 10K t=50mm 

化粧 PB t=9.5mm  
PB t=12.5mm 

グラスウール 10K t=50mm 

化粧 PB t=9.5mm 
PB t=12.5mm 

グラスウール 10K t=50mm 

化粧 PB 厚さ 9.5mm 
PB 厚さ 12.5mm 

グラスウール 10K t=50mm 
各戸ごと 
木製下地 

PB 厚さ 12.5mm 
×2 枚張り×両面 

グラスウール 10K t=100mm

手摺(玄関) あり（内外） － あり（内外） あり（内） あり（内） 
(便所) あり あり あり あり あり 
(浴室) あり（内外） あり（内外） あり（内外） あり（内外） あり（外） 

上水道凍結防止 あり あり － 給水管見掛かり部立上り部

ヒーター巻き あり 

玄関袖 
壁等 

袖壁、デッキ 庇、風除室 風除室 玄関袖壁 玄関袖壁 
（玄関ポーチ） 

断熱材 
(天井) 

ロックウールブロイング 
25K t=100mm 

ロックウール 25K t=100mm 
グラスウール 10K t=50mm グラスウール 10K t=100mm グラスウール 10K t=100mm

同等品 グラスウール 10K t=100mm

(壁) グラスウール 10K t=100mm グラスウール 10K t=50mm グラスウール 10K t=50mm グラスウール 10K t=50mm
同等品 グラスウール 10K t=100mm

(床) ミラフォーム F3 t=50mm グラスウール 10K t=50mm グラスウール 10K t=50mm ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ t=60mm 押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 
3 種 t=50mm 

二重サッシ なし（複層ガラス） あり なし なし なし（複層ガラス） 
エアコン あり あり あり あり あり 

防湿措置 ポリエチレンフィルム － 下地合板 t=12.0mm二重張り
（畳室は除く） あり なし 

たたみ あり あり あり あり あり（八代産畳表） 

シックハウス対

策 
F★★★★等級の合板類を使

用（内部建具含む。） 

F★★★★等級の合板類を使
用（建具、取付家具含む。居

室に現しの部分。） 

F★★★★等級の合板類を使
用（建具、取付家具含む。居

室に現しの部分。） 

F★★★★等級のカラー合

板・合板類を使用（建具、取

付家具含む。居室に現しの部

分。） 

内装材：下地材・接着剤・仕

上材等全て F★★★★仕様と

する 

共用施設 
福祉施設 

談話室・集会室を設置 集会室を設置 談話室・集会室を設置 － － 

汚水処理 公共下水 
浄化槽 硬質塩化ビニール管 浄化槽 － － － 

コ

ス

ト 

実際の平均単価 
（特別基準） 

販売契約価格：600 万円程度 
リース契約価格（２年間）：

540 万円程度 
527 万円程度 

（畳等整備費除く） 販売契約価格：600 万円程度 － 約 500 万円／戸 

災害救助法に 
基づく一般基準 238.7 万円 240.1 万円 240.1 万円 

各県提供資料より作成    

※1：概要は県全域の数を掲載 

※2：仕様等は建設事業者により異なるため１例を掲載  
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◆
 

具
体

的
な

取
組

み
事

例
 

◆
 

○
 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
を

敷
設
し

た
例

（
福
島

県
）

 

応
急

建
設

住
宅

の
場

合
、

通
常

は
迅

速
・

大
量

・
安

価
に

建
設

し
、

か
つ

、
容

易
に

除
却

等
を

行
う

た
め

木
製

の
杭

を

用
い

る
が

、
東

日
本

大
震

災
に

際
し

て
川

内
村

に
建

設
さ

れ

た
応

急
建

設
住

宅
で

は
、

軟
弱

地
盤

で
あ

る
こ

と
等

の
理

由

に
よ

り
コ
ン

ク
リ

ー
ト

基
礎

が
敷

設
さ

れ
た

。
 

な
お

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
と

す
る

場
合

、
一

般
的

に
は

７
～
1
0
日

程
度
、
工
期
が
長
く
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
 

 

所
在

地
：
福

島
県

川
内

村
大

字
下

川
内
 

構
造
階
数
：
木
造
平
屋
建
て
（
２
戸
１
棟
形
式

2
5
棟
）
 

間
取
り
・
戸
数
：
２
D
K
（
3
0
㎡
）
 

34
戸
 

３
D
K
（
4
0
㎡
）
 

1
6
戸
 

入
居

時
期
：

平
成

24
年

６
月
～
 

  ○
 
既

存
の

旧
保

育
所

を
応

急
建
設

住
宅

に
転
用

し
た

例
（

鹿
児

島
県

与
論

町
）

 

平
成

2
4
年
９
月
の
台
風

16
号
・
1
7
号
被
害
に
対
し
、
与

論
町

の
情

報
セ

ン
タ

ー
倉

庫
と

し
て

使
用

し
て

い
た

旧
保

育

所
（
築

42
年
）
を
改

修
し

、
応

急
建

設
住

宅
と

し
て
供
与
し

た
。
 

当
該

地
域

は
台

風
常

襲
地

域
で

あ
り

、
Ｒ

Ｃ
造

の
建

物
が

構
造

的
に

望
ま

し
い

こ
と

、
工

事
内

容
を

内
部

改
修

と
す

る

こ
と

で
、

短
い

工
期

で
の

供
与

が
可

能
と

な
る

こ
と

、
離

島

で
あ

る
た

め
、

新
規

に
建

設
す

る
場

合
工

事
費

が
高

く
な

る

お
そ

れ
が

あ
る

こ
と

等
に

よ
り

既
存

建
物

の
活

用
に

よ
る

供

給
を

行
っ
た

。
 

 所
在

地
：
鹿

児
島

県
与

論
町

朝
戸

（
小

学
校

敷
地

内
）
 

構
造

階
数
：

Ｒ
Ｃ

造
平

屋
建

て
 

延
床
面
積
：
2
9
7
㎡
 

間
取
り
・
戸
数
：
２
D
K
（
3
6
㎡
）
 

７
戸
 

２
D
K
（
4
5
㎡
）
 

１
戸
 

   

参
考

文
献

：
鹿

児
島

県
『
鹿

児
島
県
の

取
組
に

つ
い
て
―

既
存
施

設
を

活
用

し
た

応
急

仮
設

住
宅

の
取

組
―

』
平

成
2
5
年

２
月

 

出
典
：
鹿

児
島
県
『

鹿
児
島

県
の

取
組

に
つ

い
て

―
既

存
施

設
を

活
用

し
た

応
急

仮
設

住
宅

の
取

組
―

』
平

成
2
5
年
２

月
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 ○
 
恒

久
使

用
を

前
提

に
設

計
し
た

例
（

宮
城
県

）
 

東
日

本
大
震

災
の

発
災

後
、
女
川

町
に

お
い

て
、
ス
チ
ー
ル
コ
ン
テ

ナ
の

積
層
に

よ
る

応
急

仮
設

住
宅

を
建

設
し

た
。
積
層
に
よ
り
、
用
地

不
足

へ
の
対

応
が

可
能
。
住
棟
間

の
間

隔
も

十
分

に
確
保
さ
れ
て
い
る
。

ま
た

、
断

熱
性
、
遮
音

性
に
優
れ

て
お

り
、
移
設

し
て
恒
久
的
な
ア

パ

ー
ト

と
し
て

使
用

で
き

る
。
 

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
建
築
基
準
法
第

8
5
条
第
５
項
の
仮
設
建
築

物
の

許
可
を

受
け

て
い

る
。
 

 所
在

地
：
宮

城
県

女
川

町
女

川
 
総

合
運
動

場
内

 

構
造

階
数
：

ス
チ

ー
ル

コ
ン

テ
ナ

積
層

（
２

～
３

階
）
 

間
取
り
：
６
坪
、
９
坪
、
1
2
坪

 
計

1
8
9
戸
 

発
注

者
：
宮

城
県

女
川

町
 

着
工
日
：
平
成

2
3
年
７
月

22
日

 

入
居
時
期
：
平
成

23
年

1
1
月
～
 

 ○
 
高

齢
者

等
の

た
め

の
福

祉
仮
設

住
宅

の
例
（

岩
手

県
）

 

東
日

本
大

震
災

に
際

し
て

、
日

常
生

活
上

配
慮

を
要
す
る

複
数
の

高
齢
者

等
の
た

め
の
「

福
祉
仮

設
住
宅

」
を
整

備
し

た
。

浴
室

・
ト
イ

レ
等

に
手

す
り

を
設

置
す

る
な

ど
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
仕
様
と
な
る
よ
う
で
き
る
だ
け
配
慮
し
て
い
る
。
 

 

■
施

設
概
要
 

・
施
設
規
模
：
約

30
0
㎡
 １

棟
当
た
り
個
室

10
室
 

・
施

設
内
容

：
居

室
、

リ
ビ

ン
グ

、
浴

室
、

ラ
ン
ド
リ
ー
、
ト
イ
レ
、
事
務
室
、
宿
直
室
等
 

                 出
典

：
国

土
交

通
省

住
宅
局

住
宅
生
産

課
『
応

急
仮
設
住

宅
建
設

必
携

中
間

と
り

ま
と

め
』

平
成

2
4
年

５
月

 

（
h
tt

p
:/

/
ww

w
.m

li
t
.
go

.
jp

/
re

p
or

t/
p
r
es

s
/h

o
us

e
04

_h
h
_
00

0
36

9
.h

t
ml
）
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◆
 

具
体

的
な

取
組

み
事

例
 

◆
 

○
 
応

急
建

設
住

宅
と

仮
設

施
設
を

併
設

し
た
例

（
岩

手
県

釜
石

市
）

 

応
急

建
設
住

宅
団

地
に

ク
リ

ニ
ッ

ク
付

の
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
民
間
事
業
者
に
運
営
を
委
託
）
、
約

20
の
仮
設
店
舗

（
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

含
む

）
を

配
置

し
、

生
活
に
必
要
な
機
能
を
充
実
し
て
い
る
。
ま
た
、
路
線
バ
ス
の
停
留
所
、

待
合

室
も
団

地
内

に
設

け
て

い
る

。
 

更
に

、
住

棟
を

向
合

せ
の

配
置

と
す

る
こ

と
、

団
地
内
に
屋
根
付
き
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大

規
模

な
団
地

の
中

で
も

、
近

所
付

合
い

の
促

進
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
 

   

                   

  
 

 

 
 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

店
舗

 

ス
ー
パ
ー

 
 

 
応

急
建
設

住
宅
団
地

 
配
置

図
 

ク
リ

ニ
ッ

ク
付

サ
ポ

ー
ト
セ

ン
タ
ー
 

店
舗
 

向
合

せ
配

置
の

住
棟

 

出
典

：
東

京
大
学
高

齢
社
会

総
合
研
究

機
構
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

（
一

部
加

筆
）

 

出
典

（
左

・
中

）
：

東
京
大

学
高
齢
社

会
総
合

研
究
機
構

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
 

参
考

文
献

：
東

京
大

学
高
齢

社
会
総
合

研
究
機

構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
 

内
閣

府
男

女
共
同
参

画
局
『

東
日
本
大

震
災
か

ら
の

復
興

に
関

す
る

男
女

共
同

参
画

の
取

組
状

況
調

査
』

平
成

2
5
年

５
月

 

（
h
tt

p
:/

/
ww

w
.g

en
d
e
r.

g
o.

j
p/

p
ol

ic
y
/
sa

i
ga

i
/r

e
po

rt
2
0
12

F
Y/

h
ea

r
in

g.
h
t
ml
）
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 ○
 
応

急
建

設
住

宅
に

仮
設

商
店
街

を
併

設
し
た

例
（

岩
手

県
宮

古
市

）
 

ホ
テ

ル
や

ス
ポ

ー
ツ

施
設

等
が

あ
る

「
グ

リ
ー

ン
ピ

ア
三
陸
み
や
こ

」
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
内
に
、
応
急

建
設

住
宅
、

物
販

・
飲

食
店

舗
な

ど
の

仮
設

施
設

が
併

設
さ
れ

て
い
る

。
市
か

ら
の
要

請
に
基

づ
き
、

（
独
）

中
小
企

業
基
盤

整
備

機
構
が

仮
設

施
設

の
整

備
を

行
っ

た
。

施
設

は
市

が
一
括
無
償
貸
与
を
受
け
、
被
災
事
業
者
に
無
償
貸
与
し
て
い
る
。
 

【
位
置

】
 

・
岩
手

県
宮

古
市

田
老

向
新

田
 

（
グ

リ
ー
ン

ピ
ア

三
陸

み
や

こ
）

 

・
宮
古

市
市

有
地

内
 

【
応
急

建
設

住
宅

の
概

要
】
 

・
事
業

主
体

：
岩

手
県
 

・
40
7
戸
 

【
仮
設

施
設

の
概

要
】
 

・
事
業

主
体

：
（

独
）

中
小

企
業

基
盤

整
備

機
構

※
 

・
軽
量

鉄
骨

造
、

２
階

建
て
 

・
食
料

品
等

の
小

売
業

、
理

容
業

、
美

容
業

、
飲

食
店
等

（
23

店
舗
）
 

・
整
備
事
業
開
始
：
平
成

23
年
６
月

15
日
、
完
成
：
９

月
６

日
 

・
延
床
面
積
：
約

1,
50
0
平
方
メ
ー
ト
ル
 

・
宮

古
市

の
要
請

に
基

づ
き

東
日

本
大

震
災

に
よ

り
宮
古

市
田

老
地

区
内

で
被

災
し

た
中

小
事

業
者

が
入

居
す

る
た

め
整
備

す
る

も
の
 

 ※
（

独
）

中
小

企
業

基
盤

整
備

機
構

の
支

援
に

よ
る

仮
設

商
店

（
街
）
の
例
に
つ
い
て
は
Ｐ
.8
0
の
表
を
参
照
 

      ○
 
入

居
者

の
移

動
手

段
を

確
保
し

た
例

（
福
島

県
相

馬
市

）
 

福
島

県
相

馬
市

で
は

、
応

急
仮

設
住

宅
に

入
居

し
て

い
る

被
災

者
の

う
ち

、

自
ら

移
動

手
段

を
持

た
な

い
高

齢
者

や
児

童
と

い
っ

た
交

通
弱

者
の

足
と

し

て
「

お
で
か

け
バ

ス
」

を
運

行
し

て
い

る
。
 

 

  ○
 
移

動
販

売
を

実
施

し
た

例
（
福

島
県

相
馬
市

）
 

福
島

県
相
馬

市
で

は
、
市

内
全
域

の
災

害
公

営
住

宅
等
へ
週
２
回
程
度
、
買

い
物

支
援

の
た

め
移

動
販

売
車

（
チ

ャ
ル

メ
ラ

カ
ー

）
を

巡
回

さ
せ

て
い

る
。
 

  

 

チ
ャ

ル
メ

ラ
カ

ー
で

の
移

動
販

売
 

参
考

文
献

：
相

馬
市

復
興

会
議

『
相

馬
市

復
興

計
画

 
Ve
r
.
2.
1』

 

（
h
tt

p
:/

/
ww

w
.c

it
y
.
so

m
a.

f
uk

u
sh

im
a
.
jp

/
03

1
1_

j
is

hi
n
/
hu

k
ko

u
_k

e
ik

ak
u
_
3.
h
tm
l）

 

出
典

：
(独

)中
小

企
業

基
盤

整
備

機
構

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 

応
急

仮
設

住
宅

と
市

街
地

を
結

ぶ
お

で
か

け
バ

ス
 

出
典
：
国

土
交

通
省

住
宅

局
住

宅
生

産
課
『

東
日

本
大

震
災

に
お

け
る

応
急

仮
設

住

宅
の
建
設

に
関
す
る

報
告
会

 
資
料
３

』
平

成
2
3
年

1
0
月
 

参
考

文
献

：
国

土
交

通
省

住
宅

局
住

宅
生

産
課

『
東

日
本

大
震

災
に

お
け

る
応

急
仮

設
住

宅
の

建
設

に
関

す
る

報
告

会
 

資
料

３
』

平
成

2
3
年

1
0
月
 

（
h
tt

p
:/

/
ww

w
.m

li
t
.
go

.
jp

/
re

p
or

t/
p
r
es

s
/h

o
us

e
04

_h
h
_
00

0
29

4
.h

t
ml
）
 

国
土

交
通

省
 
中

部
地

方
整

備
局

『
広

域
巨

大
災

害
に

備
え

た
仮

設
期

の
住

ま
い

づ
く

り
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
』

平
成

2
5
年

２
月

 

（
h
tt
p
:/

/
ww
w
.c
br
.
m
li
t
.g
o
.j
p
/k
en
s
e
i/
j
ut
a
ku

se
ib

i
k
a/
p
df

/
h2

5
-2

ho
n
p
en

.
pd

f

参
考

文
献

：
相

馬
市

復
興

会
議

『
相

馬
市

復
興

計
画

 
Ve
r
.
2.
1』

 

（
h
tt

p
:/

/
ww

w
.c

it
y
.
so

m
a.

f
uk

u
sh

im
a
.
jp

/
03

1
1_

j
is

hi
n
/
hu

k
ko

u
_k

e
ik

ak
u
_
3.
h
tm
l）

 



５
．
応
急
仮
設
住
宅
 

（
２
）
応
急
建
設
住
宅

 

7 

 ○
 
民

間
事

業
者

と
社

会
福

祉
協
議

会
等

の
協
働

に
よ

る
買

い
物

サ
ポ

ー
ト

の
例

（
岩

手
県

大
槌

町
）

 

大
槌

町
で
は

、
買

い
物

弱
者

と
な

る
高

齢
者

等
に

対
し
、
宅
配
業
者
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
元
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

、

ド
ラ

ッ
グ
ス

ト
ア

等
が

連
携

し
、
買

い
物
サ

ポ
ー

ト
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
手
順
・
内
容
は
以
下
の
通

り
。

 

・
サ

ー
ビ
ス

を
利

用
し

た
い

被
災

者
は

、
購

入
し
た
い
商
品
に
つ
い
て
社
会
福
祉
協
議
会
に
電
話
で
注
文
す
る
。
 

・
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
ス
ー
パ
ー
等
に

F
A
X
で
発
注
、
そ
の
商
品
を
翌
日
、
宅
配
業
者
が
被
災
者
宅
ま
で
配
達
・
集
金
を

行
う

。
 

・
宅

配
業
者

は
、

配
達

時
に

利
用

者
の

状
況

に
つ
い
て
安
否
確
認
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
等
、
見
守
り
支
援
も
行
う
。
 

・
安
否
確
認
シ
ー
ト
は
社
会
福
祉
協
議
会
に

FA
X
し
、
気
に
な
る
利
用
者
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
が
訪
問
す
る
。
 

・
配

達
料
金

は
、

高
齢

者
や

障
が

い
者

に
つ

い
て

は
、
大
槌
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
負
担
す
る
。
 

な
お

、
地

元
の

商
店

も
発

災
前

か
ら

移
動

販
売

を
行
っ
て

お
り
、

商
売
の

再
建
に

あ
わ
せ

移
動
販

売
も
再

開
さ
せ

て
い

る
。

生
鮮
食

品
等

に
つ

い
て

は
地

元
商

店
に

よ
る

「
移

動
販
売

」
で
購

入
し
、

オ
ム
ツ

な
ど
の

か
さ
ば

る
も
の

や
重
い

も
の
の

買
い

物
に
つ
い
て
は
、
「
ま
ご
こ
ろ
宅
急
便

i
n
 
大
槌
」
を
利
用
す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

   

              ○
 
応

急
建

設
住

宅
の

集
会

所
を
３

つ
併

せ
て
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
た

例
（

新
潟

県
長

岡
市

）
 

新
潟

県
中
越

地
震
（

平
成

16
年
）
の

際
に
設

置
さ

れ
た
、

長
岡
・
操

車
場
跡

の
大

規
模

応
急

建
設

住
宅
（
4
5
9
戸

）
で

は
、
県
・
長
岡
市

が
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
の

設
備

も
準

備
す

る
こ

と
と

な
っ
た

（
運

営
は

社
会

福
祉

法
人

に
委

託
）

。
 

災
害

救
助

法
に

基
づ

き
設

置
で

き
る

集
会

所
３

つ
を

併

せ
て

3
0
0
㎡
の
建
物
を
造
り
、
そ
の
中
に
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